
 

 

「伊丹市文化振興ビジョン（案）」に係る 

パブリックコメントの実施結果について 

 

このたび、お寄せいただきましたご意見と、それに対する伊丹市の考え方を下記のとおりまとめまし

たので公表します。 

 

 

項 目 内 容 

１ 案件名 伊丹市文化振興ビジョン（案） 

２ 募集期間 令和６年（２０２４年）８月５日（月）～９月３日（火）【３０日間】 

３ 提出者・件数 ７名（意見数 ２７件） 

４ 提出方法の 

内訳 
郵便 ＦＡＸ 電子申請 窓口 計 

０名 ０名 ６名 １名 ７名 
 

５ 意見種別の 

内訳 

 

該当項目 件数 

全体 １０件 

第１章 策定にあたって  ２件 

第２章 現状と課題  ６件 

第３章 ビジョンの理念と取組の方向性  ５件 

第４章 ビジョンの推進のために  １件 

その他  ３件 

計 ２７件 

 
 

６ ご意見の概要

と市の考え方 

別紙のとおり 

（市の考え方）【ビジョン案に盛り込み済】 １５件 

【ビジョン案のとおり】   ９件 

【その他】         ３件 

（計  ２７件） 

７ 結果公表期間 令和６年（２０２４年）１０月１５日（火）～１１月１３日（水） 

８ 閲覧場所 文化振興課窓口、各支所・分室、くらしのプラザ、市民まちづくりプラザ、「ふらっ

と」人権センター、図書館「ことば蔵」、総務課（行政資料コーナー）、まちづくり

推進課窓口、市ホームページ 
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（別紙） 

「伊丹市文化振興ビジョン（案）」に対するご意見及びご意見に対する考え方について 

 

・全体 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

1 － 本市中心市街地では新しいマンションが

林立し、今後、これらの住民の高齢化によ

るまちの衰退が心配される。本市もこれ

から縮小社会に向かう中で、中心市街地

に限らず、各地域の活性化が課題とな

る。これには文化芸術のもつ価値に着目

し、良質な文化芸術を起因とした経済活

動、活性化策が有効であると思う。つま

り、文化芸術を経済活動・循環の基軸に

して文化芸術資本を充実させ、各地域に

関係人口の増大を目指す政策が有効か

と思う。これは文化庁の創造都市政策に

も通じるものである。戦略的文化政策の

基本にするべきだと思うが、このビジョン

にはこうした創造都市・文化芸術活動か

ら派生する経済活動の記述が薄い。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

いわゆる「創造都市」や「文化芸術活動から派生する経

済活動」については、本市が振興する文化芸術の方向性

の１つとして本ビジョンが掲げる「地域に連携と循環を促

す文化芸術」として取り組むものであり、基本方針の２で

定める「文化芸術を通した行政分野の横断的なつながり

を推進するとともに、新たな結びつきの創出を目指しま

す」や、３の「小さな取組が相互に影響し合い、連携と循

環が生まれる環境や仕組みの整備」、５の「対話や協働の

創出を目指して、市民がチャレンジしやすい環境や仕組

みの整備」がこれにつながるものと考えております。 

創造都市政策の先にあるであろう「創造社会」における

文化政策の要点の 1 つとして「多様な主体との対話によ

る文化創造」が挙げられていることにも鑑み、本市におい

ては、文化芸術の意義や価値に向き合い、市民の皆様の

“小さな取組”や“小さなチャレンジ”を後押しすることでま

ちの活性化を目指してまいります。 

2 － 過去の伝統や培ってきたものを活かすよ

うな考えがないと思う。また文化施設の過

去の振り返りや総括、数字などで考察す

ればどうか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

本ビジョンの推進にあたっては、これまで本市で展開され

てきた文化芸術の事業や活動を大切にしながら、それら

をより発展させていくために、他者との“出会い”や“対

話”を促す仕掛けを付加していくことが重要となります。

そのような考えのもと、基本方針の 1 において「鑑賞型や

体験型の文化芸術を提供するとともに、他者とのゆるや

かな関係性や対話を創出する文化芸術を推進します」と

定めております。 

また、文化施設が本市の文化振興施策の推進において

大きな役割を担っていることは間違いありませんが、本ビ

ジョンは文化芸術の意義や価値に向き合い、本市の文化

芸術の振興に関する基本的な方向性を定めようとするも

のであることから、文化施設の総括等を詳細に記載する

ことはしておりません。なお、文化施設に対する評価につ

いては、毎年度実施する行政評価や指定管理施設管理

運営状況報告といった手続の中で行うこととしておりま

す。 

3 － 新しいことをしたい気持ちは伝わるが、こ

れまでの良かったことも残すことは考えて

いないのか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

No.2 の回答と同様ですが、本ビジョンの推進にあたって

は、これまで本市で展開されてきた文化芸術の事業や活
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動を大切にしながら、それらをより発展させていくため

に、他者との“出会い”や“対話”を促す仕掛けを付加して

いくことが重要と考えております。 

4 － ビジョン推進のための事業に関わる人は

これまで同様ボランティアで埋めるのか。

また協力的な方々で結果を出して定量化

するのか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

令和 5 年度に実施した市民意識調査等においては、「文

化芸術活動を行う機会」の充実の必要性が明らかになり

ました。そこで、本ビジョンでは、市民の皆様の“小さな取

組”や“小さなチャレンジ”を支援することで、一人でも多

くの市民が文化芸術活動を行い、文化芸術に触れる機

会を創出することを目指しております。 

本ビジョンの推進にあたっては、ボランティアや協力的な

方々だけではなく、市民、文化芸術団体、いたみ文化・ス

ポーツ財団、関係機関、伊丹市が連携し、一体となって取

り組むことが重要であると考えております。 

5 － 文化芸術の質を上げる取組や、今の施設

を改善しうまく有効活用することなどは考

えているか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

上質な文化芸術に触れる機会は、創造力や感性を育み、

豊かな人間性の涵養につながるものと考えております。

本市の文化施設は、これまでも市民が親しみやすく“入

口”となる文化芸術の鑑賞機会を提供したり、活動の拠

点となったりするなど、文化振興施策の推進において大

きな役割を担ってきました。そのような中、文化会館、演

劇ホール、音楽ホールについては、いずれも開館から 25

年以上が経過し、建物や設備の老朽化が進んでいること

から、適切な維持保全の措置を行いつつ、本ビジョン推

進にあたり求められる機能について引き続き検討を進め

てまいります。 

6 － これまので反省点はあるか。また反省を

活かし工夫した考えはあるか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

令和 5 年度に実施した市民意識調査等によれば、文化

芸術を鑑賞している市民の割合は前回調査から増加し

ましたが、活動を行っている市民の割合は減少しました。

これは、活動に必要な機会、サポート等の提供が不十分

であったためと考えられます。 

そこで、本ビジョンでは、市民の皆様の“小さな取組”や

“小さなチャレンジ”を支援することで、一人でも多くの市

民が文化芸術活動を行い、文化芸術に触れる機会の創

出に努めてまいります。 

7 － 関西、阪神広域、伊丹・川西・宝塚で協力

する、というような視点はあるか。 

【ビジョン案のとおり】 

本ビジョンに沿った事業を企画立案し、実施していく中

で、近隣他市や広域的な連携を行うことは想定されま

す。 

8 － このビジョンを考えた行政の方々は、伊

丹の文化芸術をワクワク、どきどきしなが

ら、「なにかが起こる」「伊丹の未来がどん

【ビジョン案のとおり】 

本ビジョンの案は、伊丹市文化振興ビジョン策定懇話会

における熱心な議論を経て作成したものです。その過程
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どん良くなる」と思い描いてつくったか。 は非常に示唆に富むもので、基本理念である「出会いと 

対話と 文化芸術と。なにかが起こる、わたしのまち」も、

そのような中で出てきた言葉です。 

文化芸術を通して他者とのゆるやかなつながりを育み、

豊かな対話を生むことを企図し、その先には、人生に彩り

と潤いを与えてくれたり、生きる力を与えてくれたりする

“なにか”がある。そのように考えて定めたものであり、こ

の基本理念を実現するための各種の取組が、心豊かな

市民生活の実現と、市民が誇りと愛着を持てるまちづくり

につながるものと考えております。 

9 － 文化芸術が身近なものとして生活に根付

くことを目指すなら、地域の「共同利用セ

ンター」は、集う場として大きな役割を果

たしています（ダンス・カラオケ・体操

etc.）。今、伊丹市としてはこの施設を縮

小してきていますが、この方向は、地域コ

ミュニティづくりに対して様々な面から大

きくマイナスになると思います。 

地域で文化芸術にふれるための大切な

場となっていると思いますが、どうお考え

でしょうか。センターを今後も活用できる

よう考えることはできないのでしょうか。 

また、各文化施設の整備に関しても、充

分役割を担うことができるよう力を入れ

ていただきたいと思います。 

【ビジョン案のとおり】 

共同利用施設等は、地域自治組織や自治会等の活動を

はじめとする地域コミュニティ活動等の推進や住民間の

交流等を目的として活用いただいていますが、建物の老

朽化が進んでいることから、将来に渡ってその目的のた

めに活用いただく施設を維持していくために、住民の

方々の合意のもと、複数の施設を集約して、新たな施設

を設置する取組を進めております。今後も引き続き、住

民の方々と協議しながら、取り組んでまいります。 

また、文化施設の整備につきましては、それぞれの施設

が果たしている役割を踏まえながら、本ビジョンに沿った

取組を実現するための場として求められる機能の検討を

進め、建物や設備の老朽化に対して適切なタイミングで

大規模改修を実施してまいります。 

10 － 情報収集の仕方や発信が、伊丹市の HP

からしかないのであれば、市の HP などに

も民間団体の情報などを載せていただき

たいです。 

豊中市などで、地域の居場所運営などに

も予算を組んで運営補助金などが出てい

たり行政の方と地域の活動団体との懇親

会などが盛んに行われています。そうす

ることにより、より細やかな対応、対策が

見えてくるのではないかと思います。 

現在、市の HP にも不登校支援先として

載っているのは「学習」できる子どもへの

場所のみで、保護者に対する対応先とし

ての情報がありません。 

市内にはいくつかの保護者向けに『話せ

る場所』を運営している任意団体があり

ます。 

「こども食堂」が市の HP で検索できるよ

【その他】 

本ビジョンの推進にあたっては、関係機関との横断的連

携のもとで文化芸術を活かしたまちづくりに取り組むこと

が重要と考えております。文化芸術における「社会包摂」

や「新しい広場」を実現する際には、既存の文化芸術の分

野にとらわれず、未分化なものも広義の文化芸術となり

得る可能性があります。そのことを踏まえ、本ビジョンが

掲げる基本理念の実現に向けて、各種団体との対話や、

SNS の効果的な活用といった情報発信の手法について

も検討してまいります。 
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うに、このような団体も市の HP などから

も検索できるようになれば、市民の方にも

もっと声が届き、聴く事ができるのではな

いかと思います。 

また、発信の仕方にも工夫が必要である

のかとも思います。（SNSなどの活用のし

かたなど） 

是非一度、このような活動団体とのセッシ

ョンを設けていただきたいです。 

 

・第 1 章 策定にあたって 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

11 策定の趣旨及

び背景 

1頁で、コロナ禍で「文化芸術も不要不急

のものとして扱われ、」としているが、令

和 3 年 5 月の文化庁長官メッセージで

は「文化芸術活動は、断じて不要でもな

ければ不急でもありません。このような状

況であるからこそ、社会全体の健康や幸

福を維持し、私たちが生きていく上で、必

要不可欠なものである」としている。これ

と不整合になっている。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

1 頁の当該記載は、コロナ禍において文化芸術が置かれ

た状況を記したもので、本市が文化芸術を「不要不急の

もの」と認識しているものではありません。 

12 文化芸術の範

囲 

３頁の一覧表には俳句、工芸が入ってい

ない。ワークショップで「市民俳号」の意

見はあったものの（p.34）、委員間では

市民の投句の取組みにも触れていない

（ｐ.１１－１２）。 

【ビジョン案のとおり】 

文化芸術の範囲として３頁に掲載している一覧表は、文

化芸術基本法第８条から第 14 条までの規定に沿って作

成したものです。俳句は「文学」に、工芸は「美術」に含ま

れるものと認識しております。また、11 頁・12 頁に掲載し

ている事業は、これまで本市で展開されてきた多種多様

な取組の一例を示したものです。 

俳諧・俳句は日本が世界に誇る文化芸術であり、市立伊

丹ミュージアムでは、俳諧・俳句文化の貴重な資料から

なる柿衞文庫コレクションも活用しながら、歴史・芸術・文

化の総合的な発信拠点として多彩な事業を展開していま

す。ご意見にあります「市民の投句の取組み」は、令和元

年から始まった「伊丹一句の日」のほか、どなたでも応募

可能で平成３年から続く「鬼貫顕彰俳句」も該当するよう

に思われます。このように市民が広く参加できることは、

本市の文化芸術の振興を図るうえで重要と考えておりま

す。 
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・第 2 章 現状と課題 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

13 これまでの取組 10 頁で、「これまで演劇ホールで蓄積し

てきたノウハウと専門性を発展させ、場所

にとらわれることなく、より柔軟に、より市

民の中に沁みていくような取組が求めら

れています。」とあるが、「場所にとらわれ

ることなく」と「取り組みが求められてい

る」との間には論理の飛躍がある。「ノウ

ハウと専門性を発展させ」て演劇ホール

の設備を充実することも考えられるが、な

ぜ「場所にとらわれることなく」より市民の

中に沁みていくような取り組みが求めら

れているのか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

演劇ホールは、専門的かつ個性的な事業を展開し、平成

16 年に JAFRA アワード総務大臣賞を受賞するなど、地

域における創造的で文化的な表現活動のための環境づ

くりに大いに貢献してきました。その一方で、少子高齢

化・人口減少時代における持続可能なまちづくりを進め

るにあたっては、文化会館及び音楽ホールとともに、施設

の老朽化問題に対応し、魅力ある公共施設を次世代に

引き継いでいくため、将来を見据えて市民ニーズに応じ

た事業展開を図っていくことが求められています。 

そのような中、3 館については、平成 28 年 2 月策定の

伊丹市公共施設再配置基本計画に基づき、平成 30 年

度より、いずれも中心市街地という良好な立地条件を有

していることから個々の施設単位ではなくエリアとして捉

え、事業の効果、施設の有効活用、財政負担の観点で、

そのあり方の検討を進めております。 

演劇ホールにつきましては、その利用実績やサービスコ

スト等を総合的に考慮すると、他の 2 館と比較して市民

への浸透が十分とはいえない状況でした。このような状

況を踏まえ、場所や形態の自由度が高いという演劇の特

性をより活かし、場所にとらわれることなく柔軟な事業展

開を図ることによって、多くの市民に演劇という文化芸術

に触れる機会が広がり、“共感”や“対話”の創出といった

演劇が持つ社会的価値の普及につながるものと考えて

おります。 

14 これまでの取組 演劇ホールの設備、装置仕様については

これまで演劇人から高評価を得てきた。

また、その上演は文化庁からも評価され

てきた。このビジョンにはそうした記述が

脱落している。演劇ホールがこれまで獲

得してきた価値と今後の継続発展を明記

するべきではないか。それは平成24年6

月 27 日文部科学副大臣発出の劇場法

施行通知で示された、国・自治体の劇場

施策には「短期的な経済効率性を一律に

求めるのではなく、長期的かつ継続的に

行うよう配慮する必要がある」とする趣旨

にも合致するものである。 

【ビジョン案のとおり】 

文化会館、演劇ホール、音楽ホールは、これまで長年に

渡って本市の文化芸術の振興に大きく寄与してきまし

た。その取組が評価され、一般財団法人地域創造が主催

する、地域における創造的で文化的な表現活動のための

環境づくりに特に功績のあった公立文化施設を顕彰する

事業において、演劇ホールは平成 16 年度 JAFRA アワ

ード総務大臣賞を、音楽ホールは平成 29 年度地域創造

大賞（総務大臣賞）を受賞しております。さらに、演劇ホー

ルが劇団と共同制作し上演した作品が、平成 26 年度文

化庁芸術祭優秀賞を受賞しております。 

また、劇場法は、その前文において、「これまで主に、施設

の整備が先行して進められてきたが、今後は、そこにおい

て行われる実演芸術に関する活動や、劇場、音楽堂等の

事業を行うために必要な人材の養成等を強化していく必

要がある」と述べ、劇場等を取り巻く課題を提示していま
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す。同法施行通知が「長期的かつ継続的」な施策を求め

る趣旨は、文化芸術が古今東西の様々な人々の営為の

上に生まれ、その継承と変化の中で新たな価値が見出さ

れていくものであるという特質を踏まえ、劇場等を巡る諸

課題の克服に向けた留意事項として示されたものと理解

しております。 

本市における演劇事業については、高い評価を得た演劇

ホールの実績に基づくノウハウと経験を活かし、本ビジョ

ンに沿って、今後も取り組んでまいります。 

15 市民の意識 

～“鑑賞”から

“鑑賞と活動”

へ～ 

市民意識調査のアンケート内容の記載が

ないので何が聞きたかったのか、目的は

なにがわからない。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

令和 5 年度に実施した市民意識調査は、今後の文化振

興の方向性を定めるにあたり、市民の皆様の文化に関す

る意識を基礎資料として活用することを目的として実施

したものです。その内容は市ホームページにて公表して

いる報告書のとおりであり、その概要を 13 頁～16 頁に

記載しております。 

16 市民の意識 

～“鑑賞”から

“鑑賞と活動”

へ～ 

子どもの意見の結果だから仕方がない、

という説明でいいのか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

「こども世代に対する文化に関するアンケート調査」は、こ

ども基本法第 11 条の趣旨に鑑み、本ビジョンの策定にあ

たって、こどもの文化への関わりの状況を参考にすること

を目的として実施したものです。その結果、文化芸術の

「活動」に関して改善が必要であることが判明しました。

本ビジョンでは、市民の皆様の活動や取組の支援を大切

にするとともに、こどもが文化芸術に触れる機会の確保に

努めてまいります。 

17 市民の意識 

～“鑑賞”から

“鑑賞と活動”

へ～ 

アンケート結果をどう分析しているのか。

ほとんどの人が直接芸術鑑賞をしていな

い様子と見られます。その理由として一

番多いのが、時間がない（37.1％）、関心

がない（24.4％）となっています。活動を

行わなかった理由としても同じような結

果となっています。 

それに対しては、どう対応していけばいい

のでしょうか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

令和 5 年度に実施した「文化に関する市民意識調査」

（18 歳以上）及び「こども世代に対する文化に関するアン

ケート調査」における分析結果は市ホームページにて公

表している報告書のとおりであり、その概要を13頁～16

頁に記載しております。 

同調査によれば、「この 1 年間に劇場やホールなどに行っ

て実物を直接鑑賞したことのある文化芸術の分野」に関

する設問において「どれもない」と「無回答」を除いた割

合、すなわち直接鑑賞した割合は、18 歳以上の市民で

65.5％、こども世代で 75.8％であり、文化芸術の直接

鑑賞につきましては高い水準にあります。その一方で、

「この 1 年間に行った文化芸術の活動」に関する設問にお

いて「どれもない」と「無回答」を除いた割合、すなわち活

動した割合は、18 歳以上の市民で 19.3％、こども世代

で 38.0％であり、いずれも低い水準となっております。 

その理由のうち「時間がなかなかとれない」ことに対して

は、例えば短時間のワークショップや講座など参加しやす
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い取組を行ったり、「関心がない」ことに対しては、例えば

アウトリーチのリーチ先を多方面に展開したり社会包摂を

基軸とした取組を行ったりすることが考えられます。市民

がより気軽に文化芸術活動に参加することができる機会

の充実に努めてまいります。 

18 市民の意識 

～“鑑賞”から

“鑑賞と活動”

へ～ 

14 頁の時間がないから鑑賞等できない

層に対してどのように働きかけるのかが

説明が欲しいです。 

部活動の地域移行に関しても具体的に説

明が欲しく、慎重に進めてほしい案件で

あります。 

【ビジョン案のとおり】 

「時間がなかなかとれない」ことに対しては、例えば公演

時間をニーズに合わせた時間帯で設定したり、短時間の

ワークショップや講座など参加しやすい取組を行ったりす

ることが考えられます。市民がより気軽に文化芸術の鑑

賞や活動に参加することができる機会の充実に努めてま

いります。 

また、部活動の地域移行につきましては、現在、教育委員

会、学校、関係団体等において検討が進められておりま

す。こども世代の文化芸術体験を確保し、より充実してい

くため、いただいたご意見を関係部署に共有するととも

に、今後の取組にあたっての参考とさせていただきます。 

 

・第 3 章 ビジョンの理念と取組の方向性 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

19 基本理念 伊丹の文化芸術の方向性は、古き良きも

のを壊して新しいことを始める、という理

解で良いか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

No.2 の回答と同様ですが、本ビジョンの推進にあたって

は、これまで本市で展開されてきた文化芸術の事業や活

動を大切にしながら、それらをより発展させていくため

に、他者との“出会い”や“対話”を促す仕掛けを付加して

いくことが重要となります。そのような考えのもと、基本方

針の 1 において「鑑賞型や体験型の文化芸術を提供する

とともに、他者とのゆるやかな関係性や対話を創出する

文化芸術を推進します」と定めております。 

20 伊丹市が振興

する文化芸術

の方向性 

市民が楽しむ芸術、地域と連携の芸術、

未分化の芸術に、伊丹市や行政はどう関

わるのか。これまでどおり、地域や市民に

いたみ文化スポーツ財団におまかせか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

30 頁で本ビジョンの推進のために「期待される役割」を

示しているとおり、文化芸術の主役は市民です。伊丹市

は、心豊かな市民生活の実現を目指し、市民の皆様が継

続的に文化芸術に関わり、安心して活動できるための環

境づくりに努めてまいります。そのような考えのもと、基

本方針の 10 において「市民のチャレンジに対して伴走支

援を行い、時にはともに実行します」と定めております。 

本ビジョンの推進にあたっては、市民、文化芸術団体、い

たみ文化・スポーツ財団、関係機関、伊丹市が連携し、一

体となって取り組むことが重要であると考えております。 

21 伊丹市が振興

する文化芸術

の方向性 

伊丹市以外の人が文化振興に関わること

は考えているか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

18 頁で示している「伊丹市が振興する文化芸術の方向

性」のうち「地域に連携と循環を促す文化芸術」では、立
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場を超えた関わり合いを促し、出会いと対話と文化芸術

の好循環を生み、まちが活性化することを目指しておりま

す。このような取組には、市民や市内の事業者だけでな

く、市外の方が関わることも想定しております。また、本市

の文化芸術団体には市外の方も加入しております。 

心豊かな市民生活の実現と、市民が誇りと愛着を持てる

まちづくりを目指して策定する本ビジョンの推進には、市

外の方の関わりも必要と考えております。 

22 具体化に向け

て 

～19 の動詞～ 

19 の動詞に伊丹市や行政はどう関わる

のか。 

【ビジョン案に盛り込み済み】 

19 の動詞は、基本理念の実現に向けて効果的に事業を

推進するため、事業を実施する際に意識すべきことを端

的に表現したものです。伊丹市が実施する事業だけでな

く、市民の皆様が取り組む際に参考としていただくこと

で、事業効果の向上に寄与するものと考えております。 

No.20 の回答と同様ですが、文化芸術の主役は市民で

あり、伊丹市は、心豊かな市民生活の実現を目指し、市

民の皆様が継続的に文化芸術に関わり、安心して活動で

きるための環境づくりに努めてまいります。そのような考

えのもと、基本方針の 10 において「市民のチャレンジに

対して伴走支援を行い、時にはともに実行します」と定め

ております。 

23 具体化に向け

て 

～19 の動詞～ 

25頁の「19の動詞」の中の「余白を作る」

という動詞は、「決めすぎない」「用意しす

ぎない」と説明されるが、どの程度で「す

ぎない」ことになるのか曖昧で、客観的に

判断できない。基本方針を具体化する際

の「動詞」としては不適当であり、「19 の

動詞」から削除すべきだと考える。 

【ビジョン案のとおり】 

19 の動詞は、基本理念の実現に向けて効果的に事業を

推進するため、事業を実施する際に意識すべきことを端

的に表現したものです。「余白を作る」という動詞につい

ては、“創意工夫できる余地を残しておくこと”を趣旨とし

ております。 

どの程度が“余地”となるかは、それぞれの事業や活動の

性質等により個別に判断されるものであるため、画一的

な判断基準を定めることは想定しておりません。また、こ

の動詞は主体性を育むことを企図しており、基本方針を

踏まえた取組の具体化に向け、効果的に事業を企画立

案し、実施していくために重要であると考えております。 

 

・第 4 章 ビジョンの推進のために 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

24 推 進 に 向 けた

考え方 

～関係と 過程

の価値の定量

化～ 

27 頁～28 頁の「関係と過程の定量化」

について、芸術文化施策の個々の事業の

評価のためとされている。項目例からみ

て、取組の「価値」を高めようとすると、で

きるだけ多くの人と、何回も、長時間にわ

たり対話して準備を重ね、注目を集める

ようネットを活用し、多くの参加者を集め

【ビジョン案のとおり】 

「関係と過程の価値の定量化」につきましては、本ビジョ

ンの推進に向けて、これまでは既存の枠組みや数値によ

る評価が困難であった事業に対して、その価値を付加

し、“見える化”することを目指すものです。 

27 頁・28 頁で掲げる項目例は、現時点で想定されるも

のを一部掲載したものです。実際にどのような項目を指
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ることになる。伝統文化の中には、一子相

伝で伝統を受け継ぎ、高度な技術を現代

に伝えるものも多いが、こうした芸術文化

はこの「項目例」によると低い評価となり

かねない。「関係と過程の定量化」が、「評

価」のための数値化であってはならない

と思う。 

「過程の価値を測る指標」は、「令和 7 年

度以降、検証を踏まえて設定」されるが、

場合によっては伝統文化を衰えさせる可

能性も否定できず、「設定」にあたっては

市民に開かれた場で慎重に検討される必

要がある。 

標として設定するかにつきましては、いただいたご意見も

参考に、例示している項目に限定せず、個別の事業の性

質等も踏まえて、慎重に検討してまいります。 

 

・その他 

 分類 ご意見の概要 市の考え方 

25 － 文化芸術の鑑賞や活動には費用がかか

りすぎるという意見もありますが、一般市

民や学生が気軽に鑑賞し、参加するため

に、伊丹市として支援していただければ

幸いです。 

各施設での習い事に関しても、もっと気

軽に習える金額でないと受けることがで

きないと思います。そうすると、市民の心

豊かな生活は実現できないと思いますの

で、財政的支援を考えていただきたいと

思います。 

【ビジョン案のとおり】 

文化芸術の鑑賞及び活動につきましては、金銭的な負担

を伴う場合があります。本市では、市民が気軽に参加で

きるよう無料または低廉な価格を設定している事業も多

数実施されております。これらの事業について積極的な

情報発信に努めるとともに、市民がより気軽に文化芸術

の鑑賞や活動に参加することができる機会の充実に努め

てまいります。 

26 － 伊丹市の公館である「鴻臚館」は、近年、

館の内外や庭園に破損箇所などが認め

られる。完成後 40 年を経過し、「日本建

築の伝統技術を残そうと、市内の大工、

左官、建具師ら現代の名工がつくり上

げ」た（伊丹市ホームページより）にもか

かわらず、保守管理が不十分と言わざる

を得ない。阪神間でも有数の伝統建築で

あるだけに、十分な保守管理を求めた

い。 

また、市公館という位置付けであるが、市

民文化の高揚という側面からすると、公

館として秘書課が管理することを見直し、

市民が芸術文化活動により活用しやすい

ようなあり方に見直すべきではなかろう

か。 

【その他】 

鴻臚館は、これまでも市民団体や文化団体等が行う行事

または文化事業等に使用いただいております。保守管理

や施設のあり方につきましては、いただいたご意見を関

係部署に共有するとともに、今後の取組にあたっての参

考とさせていただきます。 
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27 － 基本理念に賛同します。 

「19 の動詞」がわかりやすく、イメージし

やすい。 

私は伊丹市民ではありませんが、「伊丹

オトラク」や「鳴く虫と郷町」をきっかけに

市民やお店や公共施設の方々と繋がり

ができ、いっしょに活動できることが、人

生の中で大きな財産だと感じていて、正

に「関係の価値」「過程の価値」が重要と

感じます。今後も長く関わっていきたいで

す。 

【その他】 

活動に参画いただいている「伊丹オトラク」や「鳴く虫と郷

町」は、市民と事業者が主体となり、地域に連携と循環を

促す文化芸術として定着し、本市を代表するイベントとな

っております。今後も、引き続き多くの方に参画いただけ

るよう本市の文化振興に取り組んでまいります。 

 


